
ET3雪踊島!採東方沖地震及び同徐震調査報告

中央気象-墓地震掛

1.概観昭和 13年 11月 5日 17時-43分頃幅島県率、麗屋崎の東北東約

ZOkmの沖合(東経 141
0

.65，北緯 37'.10)を震源とじて極めて大規模た地震

が起った。震源に近い幅島，宮城，茨城等の諸蘇?下では震度は強震程度で庭々

に被害を生じた。特に幅島県率、下では死者 1名，負傷者 9名，全壊住家-4，非

住家 16，牛壊住家 29，非住家 42と報ぜちれるd地震後沿岸地方各地の検潮

儀には最大金振幅 1m前後の津浪が記録された。しかし幸に潮良としては徴

弱なもので一般の人々は概して気付かないですむ程度であった0-

本震に引績いて多数の徐震がを芝生し，その線、数は 11-月中には約 1600同徐，

12月中には 155同徐に7ft.んだ。之等のうちでも特に 5日 19時 50分頃及

び6日 !i時 54分頃らもの等は極めて大規模な地震でv何れも軽徴なる津浪を

伴った。

本震の震夫が海岸かち約 70粁の沖合にあった震に陸地では被害が徐り大き

くはたかったが地震の規模が頗る大であったとと，多数の徐震がを芝生したとと

及び本震は云ふ迄もなく食余震の主左ものに伴って軽微てはあるが津浪が愛生し

た事なE注意を要すべき黙が多いo ;:;たに特に之等の諸鮎に着目しつ1. 11月及

び 12月中に於ける之等地震活動の概況に関する調査結果を報告する。倫詳細

たる研究結果は近づて報告される議定であるが

2. 11 月 5 日 11 時 4~ 分頃の地震震央は東経 141
0

.65，北緯 37".10，縞

島勝、盤屋崎の東北東約 70kmの沖合に嘗'る。震央距離 500km迄の範簡に於

ける本地震の P波走時曲線を第1闘に示すっ-同国中に賓線で描いた曲線は祭

象常用表(紗)-vc奥へられた走時表の五ち震源、の深さが零なる場合に関するも

のである。震央が海底にある震に震央距離 120km以内では僅に小名演一個所

しか観測所が無く，精細怠る比較を行ひ難いが，寅測結果は大健上記曲線によ

って表されると見られる。従って此の地震の震源、の深さは極めて、浅いと云ふ事
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第 1圃 11月 5日17時 43分頃の地震 P波走時曲線
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離をとり，縦軸に有感測候

所の震度をとると震央距離

と震度との関係がよく窺 • v 

はれる。震夫を中心とする w 

100km毎の弁径の同心固 震

を描き有感直域を幾つかの 度

lIIF 

環放地帯に分ち，各々の地、 n 

替に於ける有感測候所の震

度を表す数の平均を以て候

にr平均震度」とする。と 100 200 

策 3 圃

の平均震度と震央距離との関係を示す曲線を F平均震度曲線1とし，近年我が

閣に起った幾つかの大地震に就て平均震度曲線を作b今岡の地震と比較しfJ
う。乙 ~tc掲げた地震は震源、の深さが何れも十数 km 内外の代表的在震源、の

極めて濃い地震であるから此の方法によって地震の規模を大穂比較出来る筈で

あるo 第 4閣によると今岡の地震は昭和 8年 3月 3日の三陸津浪を惹き起

策 4 圃

.1 

200 . 400 600 . 800 . 1000 
@ 震央距離 Ckm)

昭和 13~ 11月5日1.7時 43分頃の踊島牒東方沖の地震.¥

した三陸沖地震よりは規模は小さいが大正 12年 q月 1日のかの関東大地震

に殆ど匹敵するもので、ある。死者 3000録名を生じ?と昭和 2年 3月 7日の北
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第 1表 11月5日17時 43分頃の地震による繭島蘇下の被害

(踊島j騒保安課調査〉
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丹後地震よりは精大き，く， 260名徐の死者を生じた昭和 5年 11月 26日の

北伊豆地震よりは進に大規模であるととが判る。

震源、に比較的近い稲島・宮城・茨城等の諸鯨下で、は震度は強震程度で、庭によ

ってはかなりの被害を生じた。編島!採保安課調査による同協、下被害の概況を第

1表K掲げる。東北本線・常磐線・磐越本線等では築堤沈下叉は袖石垣崩壊等

の鶏に列車の一時不通になった個所もある。その他停車場諸建築物等にも相嘗

の被害を生じ， {IU蓋銭道局管内の被害線、額は約十寓園.と云はれる。

3. -1余震の経過 11月 5日 17時 43分頃の地震に引縫いて稲島森東方沖

を震源として多数・の地震が後生し， 11月中に於けるその総数は 1600同徐に

及び， 12月中に於ける総裁も 155同徐に蓮じた。それ等のラち有感地震は

323同あり，そのうち顕著地震が 13同，精顕著地震は 20同，小直域地震は亡

3D同あった。 1:u.月 5日

19時 前分頃及び同 6

日17時 54分頃の地震は.

その震度分布闘を第5圏

及び第 6国に示す様に極

めて大規模友ものであっ

た。且つ之等多数の地震

の震央はかなり庚い地域

に散在してゐるものもあぬ

るがボ報告では 11月5

f-1 17時 43分頃の地震

を本震といその後の地

震をすべて徐震と名づけ・

るとと LするO

11月及び 12月の雨月

中氏於ける之等地震の目

別及び規模別同数表を第

2・表に掲げ且ヴ第 7闘

策5園。 11月5日19:時50分頃わ地震，震度分布闘
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策 g表 繭島j採東方沖地震の日別及'ぴ規模別!司教表
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過占戸|盟i:221-土l2:付日

にそれを国示する9.6日及び 1日には地震同教は極めて多いが数日にして念激

に減少してゐる 0...11月 5Jlは本震が 17時 43分頃に起ってゐるか、ら前日の

18 時から営日の l~ 時迄 (5 日は本震以後)の同教をとり第 3 表及び第 8 聞

にその減衰欣況を示す占何れkしでも徐震同敷は時と共K急激に減少してゐる

が向仔細に見ると唯草調に減少するのでは危く，幾分階段的の愛化を示して

ゐるo 例へ喧第 7 廟を見ると -11 月、 22 日・ ~5 日・ 30 日及び 12 月 3 同

等の様に梢大規模な地震が起る毎に地震同教が多.く友つてゐる様がーよく窺はれ

る。

顕著地震・精額著地震及び小直域地震の後震時と震央を第 4表K示す。之

等地震の震央位置を地園上に記九hすると(第 9国)多数の飴震の震央はか左

り散在し，大鰻本震の震来の東方約 17kmの地黙を中心とする半径約 50.krri

(535 ) 
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日付. 有感地震 無感地震 合計 日付 有感地震 無感地震 合計

月 日

28 
、E月 2日9' 

耳目 1 27 1 9 10 10 
A 

17 5 27 32 -30 3 35 38-

18' 2 ， 15 11- 現 1 5 14 19 
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の圏内に含まれてゐる0.'

震央~比較的近い小名演・稲島・水戸及び仙塞の 4 測候所に於ける 11 月

5日以降同月中の有感地震の震度別並びに日別同数表を第 5表に示す。此の

期間中小名演では 92同，福島では 164同，水戸で伐 110同，仙裏では 75

悶の地震を人鰻K感じてゐる。但し之等のうちには徐震以外の地震も若干含ま.

l1てゐるがその敷は極めて僅かで殆E全部が含余震であると考へでよい。

4. 津浪 5日 17時 --43分頃の本震に伴って幅島・宮城・岩手及び茨城等

-諸燦下の沿岸に軽微友る津浪が襲来Lた。幸に津浪の勢力は弱ぐ且つ丁度干潮
¥J  

時の所が多く一般の人々には集附かれないですむ程度であったが，各.地の検潮

儀には明瞭に記録された。小名演及び宮城懸鮎川並びに花淵崎では津浪の最大

金振幅(海水面昇降の最大較差)が 100cm以上に達した。第 6表に各地に

於ける之等の値を表示する。

策 6表検潮儀の記録vclる各地に於ける、津浪の最大金振幅

¥観下¥測¥所三¥¥地¥震¥設震よ時ー11月5日17時43牙 11月6日17時54分 11月 7日6時39分

cm cm 代~ln

石 巻 40 10 

宮城勝、花淵崎 113 

宮披県革、堕釜(尾島) 32、 10 一
宮披 j騒!llilj 川 104 124 124 

宮城廓月漬 64 15 

岩手 l野、 宮古 41 21 

八 戸 24 14 ，、

踊島県革、小名潰 107 38 50 

茨披ー鯨田中 42 14 ← 

茨 披 鯨 蹴 88 53 ， 

5 日 19 時 50 分頃の地震は富余震のうちで最も大規模であり，津?良をf~l~った

が本震による津浪と重複Lて検潮儀記象上で、分離し難い。

6 8. 17時 54分頃の徐震によっても浮浪が設生し検潮儀により明瞭に記録

された(第 6表)。本震に伴った津浪と比べると各地とも数分の一程度である

が唯鮎川だけは本震のより和大きくなってゐる。

( 541-) 



策 10圃 p波初動分布圃-・密波， '0疎蹴;

く其の 1) 11 丹 5 日 17時~3分頃の地震 . く其のの llH7日6時39分頃の地震



7日 6-時 3D分頃の地震に作った津浪では鮎川で怯 124-ClIJ，ノj、名演では

50cmであった、。此の地震は震度分布から云へば 6日 17時 54分頃の地震

よりも大分小さいにか Lはちゃー(第 11園)例へぽ小名演で、は津浪の振幅が却

って大きいの.は注目に値する。

之等の他に小名演に於ては 11月 14日 7時 58分頃及び同 22日 10時

52分頃から夫ぇ津浪が記録され最大金振幅ば前者では 71cm，後者では 28cm

で、あった。

5. 毅震機構 本震及び多数の会余震のうち特に規模が大きく且つ P波初動

観測値の多数ある地震に就て， P波初動の疎密の分布を地園上に記入すると第

10園k示す様にその分布はか友り複雑である。本震及び本震に績い了て大規模

であった 5日 19時 50分頃の地震では何れも東北地方の南宇都及び関東地

方の大部分では P波初動は疎で他の各地では密波と怠ってゐる。然るに 6日

17蒔 54分頃及び 7日-6時 39分頃の地震では各地とも密波と友つてゐて

疎波の部分は見営ちたい。 30日 11時 30分頃の地震は本震と殆ど同じであ

るが関東地方の南部に於て特波が税多数佃所で観測されてゐるo 12月 3日21

今蒔 12分頃の地震は大鐘の傾向は本震と似てゐるが疎波の部分が著しく狭くた

ってゐる。

斯様に今悶の多数の地震のうち著しいものだけに就て見ても，震央から 200

--300粁の範圏内では P波初動が疎波で夫より遠方では密波とたってゐるも

のと，各地ともすべて密波だけが観測されてゐるものとの三種類の形式があゐ

様である。何れにしても震央位置の関係から震央の西側だけにしか観測所がな

く，震央の東側の欣況が金ー〈不明である~に震源に於けるを芝震機構を推定する

.のは困難であるO

参考の震に昭和 8年 3月 3日の三陸沖地震の P波初動分布を見ると本邦ー

，の各地すべて密波であるo 之に反じて昭和 13年 5月 23日!謹屋崎東南東約 f

50kmの沖合に起り稲島懸下でかたりの被害を生じた地震に際しては東北地方

の南部・関東地方及び中部地方の大部分では疎波でその他の地域では密波とな

って沿り C第四国)，今同の本震と同様た分布形式に属してゐるo

従来の例によると一般に倉余震の議震機構は本震のと同一である場合が多いが

(543 ) 



今岡の地震活動では前述

の様に本震と同‘じ型のも.

のもあるが異たる型のも

のもあるo 11月及び 12

月中に於ける顕著地震及

び柏暴露著地震の合計 33

同のうち，IJ、名演・稲島

及てR仙蓋の各々に就て P

波初動の水平成分が明瞭

に観測され，しかもそれ

が上下動成分の観測値と

矛盾したい場合を撲び，

それ等の水平成分を第

四国に示す。と.¥.I'C横

軸は東西成分で縦軸は南北成分

とする。初動の大いさが大きく-

集 11-闘 11月7日6時 39分頃
の地震，震度分布園

策 12間昭和 13年 5月23日16時四分頃の地
震の p波初動分布園 ・密波， 0疎波

.J 
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て園の範圏に入ら友い場合には矢印で皐にそ

の方向を示すと主 Lした。小名演・稲島及び

仙憂の何慮でも東西成分が正の場合は疎波で

負の場合は密波主主主る諜である。 IJ、名演で、は

と ~VC撰んだ'-19 同のうち 14 同，稲島では

23同のうち 15同F 仙塞では 26同のうち

17同が夫々疎波となってゐるo i3Pち之等 3

観測所に就て P波初動の明瞭に観測された

もの Lうち約 7割弱が疎波で 3割強が密波

であった。斯様に含余震め後震機構が本震のそ

れと達ふものがかなりあるのは本震の規模が

極めて大きかった震に，告余震の設現する地場

も庚く従って叉含余震の護震機構も複雑にたっ

たもの之も考へられる0 ・ (本多弘吉記す)
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